
歴
史
学
に
お
い
て
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
理
論
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
以
来
、
家
父
長
・
家
父
長
制
な
る
語
は
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
き
た
が
、
専
ら

概
念
の
適
応
に
終
始
し
、
は
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
そ
の
概
念
が
吟
味
さ
れ
、
使
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

戦
後
の
古
代
・
中
世
史
は
、
モ
ル
ガ
ン
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
理
論
を
日
本
の
歴
史
の
発
展
段
階
に
あ
て
は
め
た
戦
時
中
の
石
母
田
正
・
藤
間
生
大

の
研
究
に
出
発
す
る
。
か
れ
ら
は
、
古
代
家
族
を
家
（
父
）
長
権
を
テ
コ
に
血
縁
・
非
血
縁
の
人
々
が
結
集
し
た
も
の
と
規
定
し
、
当
初
は
籍
帳

を
素
材
に
古
代
家
族
の
研
究
に
専
心
し
た
が
、
次
第
に
非
血
縁
的
要
素
の
奴
隷
・
隷
属
者
の
研
究
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
研
究
か
ら

発
し
た
中
世
の
領
主
制
研
究
で
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
隷
属
者
・
下
人
・
所
従
及
び
そ
れ
の
支
配
基
盤
と
し
た
経
営
形
態
の
問
題
が
主
た
る
研
究

日
本
中
世
の
家
父
長
制

に
つ
い
て

飯
沼
賢
司
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一
方
、
同
じ
モ
ル
ガ
ン
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
理
論
に
出
発
し
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
方
向
へ
研
究
を
進
め
た
の
は
、
高
群
逸
枝
で
あ
る
ｃ
高
群
は

石
母
田
・
藤
間
と
は
違
っ
て
、
血
縁
的
家
族
の
研
究
を
基
軸
に
、
婚
姻
形
態
の
変
遷
か
ら
独
自
の
家
族
の
発
展
段
階
を
考
え
出
し
た
。
高
群
の
理

論
は
そ
の
後
、
女
性
史
の
方
法
論
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
が
、
前
者
の
古
代
史
・
中
世
史
の
研
究
と
高
群
の
そ
れ
と
は
最
近
ま
で
十

分
な
接
点
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
変
化
を
与
え
た
の
は
、
古
代
史
で
は
吉
田
孝
、
中
世
で
は
鈴
木
国
弘
に
代
表
さ
れ
る
研
究
動
向
で
あ
る
（
吉
田
『
律
令
国
家

と
古
代
の
社
会
』
、
鈴
木
『
在
地
領
主
制
』
）
。
か
れ
ら
は
、
石
母
田
の
理
論
を
正
統
的
に
発
展
・
継
承
す
る
た
め
に
は
、
家
族
・
親
族
・
氏
族
の
研
究

を
深
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
ウ
ヂ
・
イ
エ
を
家
族
論
の
立
場
か
ら
再
検
討
し
直
し
た
。
殊
に
、
鈴
木
は
領
主
制
研
究
の
立
場
か
ら
高
群

の
研
究
に
注
目
し
、
改
め
て
石
母
田
以
来
の
研
究
の
再
検
討
を
試
承
よ
う
と
し
た
。
か
れ
は
、
家
父
長
制
概
念
の
暖
昧
さ
を
指
摘
し
、
家
父
長
と

は
主
人
権
・
父
権
・
夫
権
の
三
権
を
一
手
に
握
る
も
の
と
し
、
石
母
田
・
藤
間
以
降
の
中
世
史
の
研
究
に
欠
落
し
て
い
た
父
権
・
夫
権
と
い
う
家

族
の
原
理
を
補
っ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
高
尾
一
彦
の
「
家
父
長
的
家
族
共
同
体
」
概
念
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
、
い
わ
ゆ

る
古
代
の
「
家
父
長
的
家
族
共
同
体
」
と
は
、
「
家
長
の
妻
方
の
父
（
舅
）
を
こ
そ
「
家
父
長
」
と
し
、
ま
た
母
系
制
原
理
を
も
っ
て
そ
の
結
合

の
基
調
と
し
て
い
る
特
殊
・
歴
史
的
な
存
在
と
し
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
中
世
後
半
に
出
現
す
る
典
型
的
な
「
家
父
長
制
」

段
階
と
は
異
な
る
特
異
な
『
家
父
長
制
』
段
階
と
位
置
付
け
た
。

鈴
木
の
目
指
し
た
と
こ
ろ
は
、
石
母
田
・
藤
間
諭
に
立
脚
し
た
戦
後
の
領
主
制
論
と
高
群
の
家
族
論
の
統
合
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

の
試
ゑ
は
、
卓
見
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
し
も
十
分
な
評
価
を
得
て
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
父
系
家
族
説
を
基
礎
と
す
る
石
母
田
・

藤
間
説
と
母
系
家
族
説
の
高
群
説
を
統
合
・
止
揚
す
る
に
は
、
古
代
か
ら
中
世
に
至
る
家
族
論
再
検
討
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
り
、
鈴
木
の
段
階

で
は
、
殊
に
中
世
史
は
そ
れ
を
十
分
検
討
す
る
段
階
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
現
段
階
で
は
、
吉
田
孝
が
古
代
史
で
双
系
家
族
論
を
導
入
し
て
以
来
、
明
石
一
紀
・
関
口
裕
子
・
義
江
明
子
な
ど
に
よ
っ
て
古
代
家

族
の
再
検
討
が
進
め
ら
れ
（
明
石
「
日
本
古
代
家
族
研
究
序
説
」
『
歴
史
評
論
』
三
四
七
、
「
古
代
・
中
世
の
家
族
と
親
族
」
『
歴
史
評
論
』
四
一
六
そ
の
他
、
関

一
一
シ
｝
」
グ

ー
』

テ
ー
マ
と
な
っ
た
ｃ
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口
「
日
本
古
代
の
家
族
形
態
と
女
性
の
地
位
」
『
家
族
史
研
究
』
二
、
「
家
父
長
制
家
族
の
未
成
立
と
古
代
社
会
の
特
質
に
つ
い
て
」
『
日
本
史
研
究
』
二
四
七
、
「
古

代
家
族
と
婚
姻
形
態
」
『
講
座
日
本
歴
史
』
二
そ
の
他
、
義
江
『
古
代
日
本
の
氏
の
講
造
』
）
、
そ
れ
ぞ
れ
、
双
系
制
説
・
非
単
系
説
・
双
方
的
親
族
論
説
な

ど
多
少
異
な
る
部
分
が
あ
る
が
、
父
系
的
家
父
長
制
家
族
説
を
否
定
し
、
双
方
的
小
家
族
論
を
認
め
て
い
る
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

説
は
古
代
史
の
中
で
も
一
定
の
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
非
家
父
長
制
か
ら
家
父
長
制
へ
い
か
に
移
行
す
る
か
が
重
要
研
究
課
題
と

一
九
八
四
年
、
筆
者
は
、
吉
田
論
を
基
礎
に
中
世
の
支
配
骨
格
で
あ
る
「
職
」
の
体
系
の
成
立
と
イ
エ
の
成
立
（
家
父
長
制
家
族
の
成
立
）
を
対

応
さ
せ
、
古
代
か
ら
中
世
の
社
会
椛
造
の
変
化
を
追
お
う
と
し
た
（
「
「
職
」
と
イ
ェ
の
成
立
」
『
歴
史
学
研
究
』
五
三
四
）
。
同
年
、
明
石
は
、
吉
田

孝
・
鷲
見
等
曜
の
双
系
制
論
を
整
理
検
討
し
（
鷲
見
『
前
近
代
日
本
家
族
の
講
造
』
）
、
従
来
の
単
系
社
会
論
を
否
定
し
、
双
系
社
会
論
を
提
示
し
、

古
代
か
ら
近
代
に
至
る
新
た
な
家
族
・
共
同
体
論
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
（
「
古
代
・
中
世
の
家
族
と
親
族
」
『
歴
史
評
論
』
四
一
六
）
。
明
石
の
論
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
家
父
長
権
の
問
題
に
つ
い
て
ゑ
る
と
、
家
父
長
権
は
父
権
、
家
長
Ⅱ
戸
主
権
、
主
人
権
の
三
つ
よ
り
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

は
別
々
に
機
能
し
、
日
本
的
な
特
色
と
し
て
は
、
「
父
権
」
の
確
立
が
父
母
双
方
の
親
権
の
強
化
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
あ

な
っ
た
。

供
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
家
父
長
権
の
要
素
の
検
討
に
入
る
こ
と
に
す
る
が
、
鈴
木
は
家
父
長
権
を
父
権
・
夫
権
・
主
人
権
の
三
要
素
か
ら
考
え
て
い
る
の

に
対
し
て
、
明
石
は
夫
権
の
代
わ
り
に
家
長
Ⅱ
戸
主
権
を
お
い
て
い
る
。
こ
れ
は
父
権
・
夫
権
の
か
か
わ
る
家
族
と
家
長
が
か
か
わ
る
家
を
同
一

次
元
で
と
ら
え
る
か
、
と
ら
え
な
い
か
に
よ
っ
て
生
じ
た
差
異
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
の
相
違
は
、
歴
史
学
の
承
な
ら
ず
社
会
学
そ

の
他
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
（
「
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
日
本
の
家
と
同
族
」
『
社
会
学
雑
誌
』
四
）
。
そ
こ
で
、
以
下
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
父
権
・
夫
権

・
家
長
権
・
主
人
権
を
別
々
に
検
討
し
、
最
後
に
筆
者
な
り
の
結
論
を
出
し
て
ゑ
た
い
（
以
下
論
文
名
・
史
料
出
典
省
略
）
。

さ
て
、
本
論
の
課
題
は
こ
の
よ
う
な
研
究
情
況
を
前
提
に
家
父
長
制
概
念
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
筆
者
は
、
現
段
階
の
研
究
で
は
家
父

長
制
家
族
成
立
期
の
中
世
を
専
門
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
史
料
の
検
討
に
基
づ
い
て
、
家
父
長
権
と
は
何
か
を
考
え
る
素
材
を
若
干
提

る
と
し
た
。
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ま
た
、
親
権
は
婚
姻
に
よ
っ
て
新
し
い
世
帯
を
形
成
し
た
男
子
・
女
子
に
も
お
よ
び
、
家
族
関
係
は
父
子
関
係
・
母
子
関
係
を
通
じ
て
タ
テ
に

つ
な
が
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
中
世
の
イ
一
一
は
家
長
の
器
量
（
能
力
）
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、
そ
の
死
と
と
も
に
原
則
と
し
て
解
消
す
る
も
の
で
、

明
石
が
い
う
よ
う
に
い
わ
ば
「
親
子
限
り
の
イ
筐
で
あ
っ
た
。
承
家
の
観
念
は
未
熟
で
あ
り
、
家
の
継
承
と
い
う
よ
り
所
職
の
継
承
と
い
う
か

た
ち
で
あ
ら
わ
れ
、
家
長
の
作
成
す
る
讓
状
に
よ
っ
て
家
財
・
所
職
が
処
分
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
親
権
の
絶
対
性
は
母
権
に
お
い
て
も
見
ら

れ
、
母
親
は
自
分
の
所
領
に
つ
い
て
は
独
自
な
処
分
権
を
所
持
し
て
い
る
と
と
も
に
、
家
父
長
が
死
亡
し
た
後
は
、
後
家
と
い
う
地
位
に
就
き
、

前
家
長
の
地
位
を
中
継
ぎ
的
に
代
行
し
、
次
の
家
長
に
つ
た
え
る
役
割
を
担
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
後
家
の
役
割
は
、
父
権
の
単
な
る
代
行
と
い
う

よ
り
中
世
に
見
ら
れ
た
親
権
絶
対
性
の
一
つ
の
発
現
の
仕
方
と
も
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
世
の
イ
エ
は
「
親
子
限
り
の
イ
ー
亡
で
あ
っ

た
が
、
父
ｌ
母
（
後
家
）
ｌ
子
の
連
鎖
に
よ
っ
て
継
続
し
た
。

し
か
し
、
中
世
後
期
に
入
る
と
、
支
配
層
に
お
い
て
親
権
を
象
徴
す
る
讓
状
は
、
次
第
に
機
能
を
喪
失
し
始
め
、
家
長
の
地
位
も
以
前
は
家
長

が
死
亡
す
る
ま
で
維
持
さ
れ
た
が
、
隠
居
制
が
採
用
さ
れ
る
と
、
親
権
と
家
長
権
は
分
離
さ
れ
、
家
長
権
が
親
権
を
越
え
て
、
機
能
す
る
に
い
た

っ
た
。
ま
た
、
親
権
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
後
家
権
も
次
第
に
そ
の
機
能
を
失
っ
た
。
こ
れ
は
イ
一
一
の
経
営
体
と
し
て
の
安
定
化
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
、
社
会
体
制
の
中
で
イ
エ
の
継
承
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
南
北
朝
の
内
乱
期
に

荘
園
公
領
体
制
は
激
し
く
動
揺
し
、
「
職
」
の
体
系
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
中
世
前
期
の
イ
エ
秩
序
は
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
た
が
、
地
域
連

合
体
と
し
て
の
一
撲
体
制
が
新
た
な
秩
序
と
し
て
出
現
し
、
在
地
で
は
、
惣
村
と
い
う
自
立
的
村
落
が
形
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
共
同
体
規
制
を
強

化
し
、
イ
エ
は
そ
の
秩
序
の
中
に
組
込
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、
戦
国
期
に
は
、
大
名
が
こ
れ
ら
の
秩
序
を
領
国
の
支
配
体
制
の
中
に
包
摂
し
、
主
従

中
世
は
父
権
が
極
め
て
重
視
さ
れ
る
時
代
で
あ
る
。
厳
密
に
は
親
権
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
幕
府
法
・
公
家
法
・
在
地
法
に
お
い
て
も
親

権
が
最
優
先
さ
れ
、
そ
れ
は
親
の
遺
命
の
厳
守
、
悔
返
権
（
一
度
子
供
に
譲
与
し
た
も
の
を
取
り
戻
し
他
子
に
譲
与
す
る
権
利
）
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
親
権
は
、
幕
府
権
力
・
朝
廷
権
力
に
よ
っ
て
一
旦
安
堵
さ
れ
た
も
の
で
も
「
祖
父
母
・
父
母
讓
、
可
レ
用
し
後
状
」
の
原
則
で
公
権

の
認
定
を
簡
単
に
覆
す
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
親
権
は
婚
姻
に
よ
っ
て
新
し
Ⅱ

〔
父
権
〕
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中
世
の
前
期
で
は
下
司
職
で
も
名
主
職
で
も
そ
の
所
職
に
任
じ
ら
れ
た
人
は
、
年
貢
や
公
事
弁
済
の
義
務
を
負
い
、
そ
の
経
営
手
腕
に
よ
っ
て

イ
エ
を
維
持
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
経
営
体
と
し
て
の
イ
エ
は
不
安
定
な
存
在
で
あ
り
、
家
長
の
経
営
能
力
に
そ
の
存
続
は
左
右
さ
れ
た
た
め
、

そ
の
継
承
も
本
来
的
に
は
長
子
相
続
と
は
か
ぎ
ら
ず
「
器
量
の
仁
」
す
な
わ
ち
才
能
あ
る
も
の
が
選
ば
れ
た
。

前
期
で
は
家
長
権
は
親
権
と
未
分
離
で
、
そ
の
強
力
な
権
限
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
家
長
権
と
い
う
べ
き
家
督
の
も
つ
惣
領
権
は
一
族

が
共
同
知
行
す
る
本
領
の
地
を
中
心
に
、
一
族
を
統
括
し
、
幕
府
の
公
事
（
軍
事
奉
公
を
含
む
）
を
勤
め
る
た
め
の
権
限
で
あ
っ
た
。
惣
領
権
に
は

本
領
の
惣
知
行
権
・
一
族
の
軍
事
指
揮
権
・
祭
祀
権
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
強
力
な
権
限
で
は
な
く
、
世
代
が
か
わ

中
世
成
立
期
に
は
、
夫
権
は
あ
ま
り
強
く
は
な
く
、
夫
婦
も
別
財
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
所
領
・
財
産
を
所
持
し
た
。
平
安
後
期
、
婚
姻
関

係
が
安
定
化
し
、
夫
の
恒
常
的
な
同
居
が
始
ま
る
と
、
夫
が
「
相
知
」
（
あ
い
し
り
）
と
い
う
立
場
で
、
妻
の
財
産
の
公
験
・
本
券
を
管
理
す
る
よ

う
に
な
り
、
時
に
は
そ
れ
を
横
鎖
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
夫
の
負
債
を
妻
が
自
分
の
財
物
を
も
っ
て
償
う
こ
と
も
あ
り
、
鎌
倉
幕
府
法
に

も
明
ら
か
な
よ
う
に
原
則
は
夫
婦
別
財
で
あ
っ
た
が
、
鎌
倉
期
に
は
、
讓
状
に
お
い
て
も
夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
の
財
産
を
合
算
し
て
譲
与
す
る
と
い

う
よ
う
な
文
言
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
妻
が
夫
の
死
後
、
後
家
と
い
う
地
位
を
確
保
し
、
イ
エ
の
経
営
に
携
わ
る
の
も
夫
婦
関
係
の
安
定
化

に
伴
う
夫
権
の
強
化
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

夫
権
は
、
親
権
が
時
代
が
下
る
と
、
次
第
に
後
退
す
る
の
に
対
し
て
、
強
化
さ
れ
る
。
鎌
倉
後
期
、
妻
の
持
参
財
産
が
一
期
分
と
い
う
か
た
ち

で
、
女
子
の
処
分
権
が
制
限
さ
れ
始
め
る
と
、
妻
の
夫
へ
の
従
属
化
傾
向
は
一
層
進
み
、
「
藤
原
氏
」
「
中
原
氏
女
」
な
ど
の
妻
家
の
姓
を
名
乗

る
も
の
が
減
少
し
、
室
町
期
に
は
そ
の
よ
う
な
女
性
称
は
消
滅
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
夫
権
の
象
徴
で
あ
る
性
の
独
占
は
密
会
の
罪
科
の
強
化
と

い
う
か
た
ち
で
進
ゑ
、
最
後
は
夫
は
姦
婦
の
生
殺
与
奪
権
を
握
る
ま
で
に
至
る
。

制
の
原
理
を
も
っ
て
独
自
の
体
制
を
築
い
た
。
こ
れ
ら
の
体
制
が
イ
エ
の
継
続
性
を
保
障
す
る
よ
う
に
な
り
、
イ
エ
の
継
承
・
存
続
は
個
人
の
能

力
・
意
志
を
越
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
世
の
体
制
は
こ
の
よ
う
な
体
制
の
完
成
形
態
で
あ
る
。

〔
家
長
権
〕

〔
夫
権
〕
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が
あ
っ
た
。

し
か
し
、

し
か
し
、

り
親
権
が
そ
の
一
家
に
機
能
し
な
く
な
る
と
、
そ
れ
自
体
権
限
と
し
て
は
十
分
な
有
効
力
を
も
た
な
く
な
り
、
庶
子
が
分
裂
・
自
立
化
す
る
傾
向

な
り
、
家
督
（

〔
主
人
権
〕

前
者
の
下
人
・
所
従
の
系
譜
は
律
令
制
下
の
奴
卑
（
ヤ
ッ
コ
）
な
ど
の
奴
隷
的
賤
民
と
一
般
百
姓
の
債
務
奴
隷
化
に
求
め
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な

隷
属
民
は
中
世
を
通
じ
て
存
在
し
続
け
た
。
主
人
は
か
れ
ら
に
対
し
て
全
面
的
人
格
支
配
権
を
有
し
、
か
れ
ら
の
家
族
関
係
を
無
視
し
、
譲
与
・

売
買
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
下
人
・
所
従
を
奴
隷
と
見
な
す
か
農
奴
と
見
な
す
か
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
中
世
社
会
で
は
、
か
れ
ら
は

子
供
と
同
じ
く
一
人
前
の
人
と
は
見
な
さ
れ
な
い
存
在
で
、
養
子
が
下
人
化
の
方
便
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
親
子
の
論
理
が
主
従
の

一
方
、
後
者
は
主
従
制
と
し
て
、
家
父
長
権
か
ら
除
外
し
て
考
え
る
こ
と
も
多
い
が
、
中
世
後
期
に
は
親
権
の
論
理
を
越
え
て
、
イ
エ
支
配
の

中
軸
的
論
理
と
な
る
の
で
、
こ
れ
を
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
来
、
主
従
関
係
は
主
人
に
名
簿
（
み
よ
う
ぶ
）
を
提
出
し
、
奉
公
す
る
双
務

的
関
係
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
主
人
権
が
強
化
さ
れ
、
主
人
が
家
臣
の
生
殺
与
奪
権
を
も
つ
ま
で
に
な
っ
た
。

さ
て
、
家
父
長
権
の
要
素
、
父
権
・
夫
権
・
家
長
権
・
主
人
権
を
中
世
の
実
態
に
即
し
て
概
括
的
で
は
あ
る
が
個
別
に
検
討
し
て
ゑ
た
。
そ
の

結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
は
他
に
影
響
を
与
え
な
が
ら
機
能
し
て
い
る
が
、
別
々
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
い
ま
、
父
権
・
夫
権
・
主

後
期
に
入
る
と
、
単
独
相
続
が
一
般
化
し
、
家
督
の
地
位
は
他
の
庶
子
を
圧
倒
す
る
に
至
り
、
家
督
が
イ
エ
内
を
強
力
に
支
配
で
き

る
体
制
が
で
き
あ
が
っ
た
。
ま
た
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
エ
の
存
続
も
地
域
的
な
支
配
体
制
や
村
落
共
同
体
の
中
で
保
障
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
家
督
の
権
限
は
親
権
を
越
え
て
家
内
を
統
制
し
、
家
長
権
と
親
権
は
分
離
さ
れ
、
隠
居
制
が
成
立
す
る
。

間
に
も
し
ば
し
ば
適
応
さ
れ
た
。

主
人
権
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
隷
属
民
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
時
代
区
分
論
に
か
か
わ
る
た
め
中
世
史
で
は
膨
大
な
研
究
蓄
積
が
あ
る
。
し
か

し
、
逆
に
支
配
す
る
側
の
主
人
権
か
ら
検
討
し
た
研
究
は
少
な
い
。

中
世
で
は
、
主
人
権
の
行
使
さ
れ
る
対
象
は
下
人
・
所
従
と
呼
ば
れ
る
隷
属
民
で
あ
る
が
、
自
ら
の
意
志
で
主
従
関
係
を
結
ん
だ
家
人
・
郎
従

（
郎
等
）
も
広
義
に
は
そ
の
対
象
に
入
る
。
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中
世
、
殊
に
そ
の
前
半
期
で
は
、
家
族
は
父
方
・
母
方
の
双
方
的
関
係
に
強
く
規
定
さ
れ
て
お
り
、
親
権
が
イ
エ
を
統
制
す
る
原
理
と
し
て
も

っ
と
も
強
力
に
機
能
し
、
他
権
は
未
分
離
な
状
態
に
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
室
町
期
以
降
、
父
権
は
夫
権
の
確
立
に
よ
っ
て
親
権
か
ら
分
離
し
、

家
長
権
は
単
独
相
続
・
隠
居
制
の
確
立
に
よ
っ
て
親
権
か
ら
分
離
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
日
本
に
お
け
る
家
父
長
制
が
明
確
に
な
る
の
は
、
室
町

人
権
の
三
権
を
も
っ
て
家
父
長
権
と
す
る
考
え
と
父
権
・
家
長
権
・
主
人
権
の
三
権
を
も
っ
て
家
父
長
権
と
す
る
考
え
が
対
立
し
て
い
る
が
、
筆

者
は
先
の
検
討
で
夫
権
も
家
長
権
も
別
個
の
要
素
と
し
て
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
家
父
長
権
は
父
権
・
夫
権
・
家
長
権
・
主
人
権
の
四
権

以
上
、
日
本
中
世
の
家
父
長
制
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
っ
た
が
、
全
く
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
が
、
家
父
長
制
再
検
討
の
参
考
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
（
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
・
日
本
中
世
史
）

か
ら
な
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

・
戦
国
期
以
降
と
い
え
る
。

－33－




